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七
百
八
名�

 

本
学
の
門
を
く
ぐ
る�

�

　
四
月
三
日
（
水
）
平
成
十
四
年
度
入

学
宣
誓
式
が
挙
行
さ
れ
、
学
部
・
大
学

院
を
あ
わ
せ
て
計
七
百
八
名
の
学
生
が

入
学
し
ま
し
た
。�

　
式
辞
に
立
っ
た
井
尻
昭
夫
学
長
は
、
「
大

学
生
活
は
、
社
会
に
出
て
活
躍
す
る
た

め
の
準
備
期
間
。
学
歴
に
よ
っ
て
特
典
が
保
障

さ
れ
る
わ
け
で
な
い
現
代
、
早
期
に
我
が
道
を

定
め
、
目
的
を
持
っ
て
我
が
身
を
研
い
て
い
た

だ
き
た
い
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
お
く
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
答
え
、
入
学
生
を
代
表
し
て
商
学
科 

大

川
翔
君
が
「
学
生
と
し
て
そ
の
本
分
を
尽
く
す

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
。
四
年
間
の
大
学

生
活
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。�708名の新入生。スロバキア・バングラディシュからも留学生

が入学。国際色もより豊かに。（３頁関連記事）�

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
初
顔
合
わ
せ
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
。
ち
ょ
っ
と
緊
張
ぎ
み
？�

今
年
度
か
ら�

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施�

�

　
入
学
式
終
了
後
は
、
教
養
演
習
の
各
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
担
当

の
教
員
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
初
顔
合
わ
せ
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
各
ク
ラ
ス
で
は
幾
分
緊

張
ぎ
み
の
中
、
約
四
十
五
分
間
担
当
教
員
か
ら

学
生
生
活
や
履
修
方
法
な
ど
の
諸
注
意
を
受
け

ま
し
た
。�

開花が早かった今年の桜。なんとか残ってくれました！�

目
的
を
持
っ
て�

我
が
身
を
研
い
て
く
だ
さ
い�

�
平成14年度�
入学宣誓式�
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情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
社
研�

　
　
　
　
　      

　
　
　  

慶
應
大  

嶋
口
教
授
を
迎
え
て�

　
五
月
十
七
日

（
金
）
本
年
度

第
一
回
目
の
社

会
総
合
研
究
所

公
開
講
演
会

は
、
慶
應
義
塾

大
学
か
ら
嶋
口

充
輝
教
授
を
迎

え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
演

題
「
満
足
価
値

を
創
造
す
る
経
営
」
）�

　
大
学
の
講
義
そ
の
も
の
と
い
っ
た
雰
囲
気
の
嶋

口
教
授
の
講
演
。
「
混
沌
と
し
た
経
済
状
況
の
現
代
、

先
生
を
お
迎
え
し
て
数
々
の
示
唆
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
」
と
い
う
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
の
中
井
社

会
総
合
研
究
所
長
の
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
「
顧

客
満
足
度
の
創
造
」
が
時
代
の
求
め
る
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
十
二
分
に
印
象
づ
け
ら

れ
た
内
容
で
し
た
。
学
生
だ
け
で
な
く
外
部
聴
講

者
も
熱
心
に
メ
モ
を
採
り
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。�

　
身
近
な
例
や
、
分
か
り
や
す
い
た
と
え
を
用
い

な
が
ら
の
講
演
は
、
一
般
聴
講
者
か
ら
も
「
た
め
に
な
る
講
演
だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
、
情
報
を
地
域
に
発
信
す
る
社
会
総
合
研
究
所
の
役
割
が
果
た
さ
れ
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。�

　
本
学
は
海
外
の
大
学
・
機
関
と
友
好
関
係
を
結

び
、
教
育
研
究
活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
前
期
、
そ
れ
ら
提
携
先
が
次
々
に

本
学
を
訪
問
。
海
を
越
え
て
の
深
い
友
好
関
係
を

確
認
し
あ
っ
た
の
で
し
た
。�

▼
ワ
イ
ア
リ
キ
技
術
専
門
大
学
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）�

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
教
授
　
四
月
九
日
（
火
）�

▼
江
西
省
人
民
政
府
外
事
僑
務
弁
公
室
（
中
国
）�

　
王 

雨
森 

副
主
任
　
ほ
か
六
名
　
四
月
十
日（
水
）�

▼
大
連
外
国
語
大
学
（
中
国
）�

　
孫
玉
華
学
院
長
　
ほ
か
三
名�

　
四
月
十
日
（
水
）
〜
十
一
日
（
木
）�

▼
江
西
師
範
大
学
（
中
国
）�

　
李 

賢
瑜
学
長
　
ほ
か
五
名�

　
五
月
二
十
日
（
月
）
〜
二
十
二
日
（
水
）�

分かりやすかった嶋口教授の講演�

海
を
越
え
て
の
友
好�

大
連
外
大
な
ど
か
ら
訪
問
団�

久々の再会�
左からスティーブン教授、ワ
イアリキ大へ留学した畑君
（国三）、佐藤君（国三）�

　
平
成
十
四
年
度
の
社
会
総
合
研
究
所
研

究
助
成
交
付
者
が
決
定
。
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
二
件
、
個
人
研
究
五
件
が
助
成

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

研
究
成
果
は
「
社
会
総
合
研
究
所
報
」
に

掲
載
。
ま
た
「
公
開
研
究
報
告
会
」
を
行

い
、
広
く
一
般
の
方
々
に
も
そ
の
成
果
を

お
聴
き
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
商
大
レ
ビ
ュ
ー
の
最
新
号
（V

ol.

11)

に
は
平
成
十
二
年
度
研
究
助
成
の
公

開
研
究
報
告
会
に
つ
い
て
詳
細
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
四
月
十
五
日
（
月
）
岡
山
経

済
同
友
会
の
協
力
を
得
て
開
講

さ
れ
て
い
る
経
営
学
特
殊
講
義

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
制
度
）
の
開
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
発
足
か
ら
七
年
を

迎
え
た
こ
の
講
義
は
、
岡
山
県

を
代
表
す
る
企
業
の
ト
ッ
プ
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
直
接
学
生
に

講
義
を
行
う
、
本
学
の
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
つ
。�

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
武
田
代

表
幹
事
（
広
栄
堂
社
長
）
は
「
こ

の
講
義
を
生
か
す
も
、
殺
す
も

み
な
さ
ん
次
第
。
精
一
杯
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
日
本
の
将
来
を
担
う
若
者
へ
、

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
の
で
し
た
。�

　
ま
た
、
当
日
は
寄
付
金
の
贈
呈
が
学
長
室
で

行
わ
れ
、
武
田
代
表
幹
事
か
ら
受
け
取
っ
た
井

尻
学
長
は
「
図
書
の
購
入
な
ど
、
学
生
の
た
め

に
役
立
て
た
い
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。�

▼
前
期
講
師�

　
馬
場
孝
司
氏�

　
（
富
士
通
シ
ス
テ
ム�

　
　
　
　
　
　
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
常
任
顧
問
）�

　
桐
野
宏
司
氏
（
瀬
戸
内
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
長
）�

　
石
村
道
雄
氏
（
岡
山
経
済
研
究
所
専
務
理
事
）�

　
永
野
正
雄
氏
（
中
国
電
力
岡
山
支
社
長
）�

　
塚
田
良
平
氏
（
オ
リ
ッ
ク
ス
岡
山
支
店
長
）�

　
縣
新
太
郎
氏
（
オ
リ
ッ
ク
ス
財
務
部
長
）�

社
研  

十
四
年
度
研
究
助
成�

七
件
に
交
付
決
定�

　
十
二
年
度
助
成
は�

　
　
　   

商
大
レ
ビ
ュ
ー
に�

公開研究報告会のほか、社研の平成13
年度全事業についてカラー写真を交え
て分かりやすく報告。学生・OB等の声
も多数収録されている。14年３月発刊。
今年度からインターネットでの閲覧が
可能に。�
（http://www.osu.ac.jp/̃syaken/�
   syaken_f.htm）�

あいさつを述べる武田代表幹事�
一言一言にズシリとした重みが�

ボランティアプロフェッサー開講式�
将来を担う学生諸君へ�

　平成14年度科学研究費（文部科学省）
に新規５名への交付が決定しました。�

■萌芽研究�
　商学部教授　小松原実�

―LANによる試験問題提示と成
績集計分析システム�

■若手研究�
　商学部助教授　矢吹雄平�

―自治体を「ネットワーカー」
とする地域運営に関するマーケ
ティング論的研究�

　商学部助教授　池上博宣　�
―最適な「教養・娯楽サービス」
への課税についての研究�

　商学部講師　岩坪加紋�
―信用金庫・信用組合の破綻・
合併が、中小零細企業に与える
影響の検証�

　商学部講師　川合一央�
―戦後日本の電子工業における
技術開発と技術者のメンタリテ
ィおよび意思決定�

平成14年度  科研費�
新規に５名交付�

公開講演会�
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観
光
サ
ー
ビ
ス
実
習
Ⅰ�

「
桃
源
郷
」で�

　
　  

野
外
実
習�

―
「
吉
備
路
お
笑
い
遠
足
」
に
参
加
―�

　
去
る
四
月
十
四
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
吉

備
路
お
笑
い
遠
足
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
　

桃
源
郷
を
歩
こ
う
！
」
（
主
催
…

岡
山
市
、
社
団
法
人
岡
山
市
観
光

協
会
等
）
に
、
留
学
生
を
含
む
国

際
観
光
学
科
の
学
生
二
十
三
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
協
力
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
活
動
は
「
観
光
サ
ー
ビ
ス

実
習
Ⅰ
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
、
観
光
業
な
ど
に
従
事
し
た

と
き
に
、
お
客
様
に
ど
の
よ
う
に

接
す
れ
ば
い
い
か
を
体
験
の
中
か
ら
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
は
開
花
が
早
か
っ
た
た
め
桃
の
花
の
盛
り

は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
絶
好
の
遠
足
日

和
と
な
り
、
吉
備
津
彦
神
社
か
ら
富
吉
公
民
館
前

ま
で
の
約
九
km
を
歩
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
一

般
参
加
者
を
、
安
全
確
認
を
し
な
が
ら
誘
導
し
、

ち
ら
ほ
ら
残
る
桃
や
桜
の
花
を
眺
め
た
り
、
吉
本

の
お
笑
い
芸
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
笑
っ
た
り
、

一
般
参
加
者
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。�

　
後
半
の
山
道
が
厳
し
く
、
ゴ
ー
ル
し
た
後
は
み

ん
な
つ
か
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
一
般
参
加
の
お

年
寄
り
に
逆
に
声
を
か
け

ら
れ
た
り
し
て
、
学
内
の

生
活
や
講
義
で
は
得
ら
れ

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
、

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加

し
た
い
と
い
う
声
が
多
く

出
ま
し
た
。�

　
な
お
、「
観
光
サ
ー
ビ
ス

実
習
Ⅰ
」
で
は
、
こ
の
ほ

か
に
夏
休
み
に
蒜
山
高
原

で
農
業
体
験
な
ど
を
行
う

コ
ー
ス
や
、
県
内
の
観
光

地
を
訪
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に
案
内

し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ス
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

（
商
学
部
助
教
授
　
捧
　
富
雄
）�

出発前に岡山市の方から説明を受ける学生たち�

提
案
制
度  

第
一
号�

わ
た
く
し
が

ご
案
内
い
た
し
ま
ぁ
〜
す
！�

　  

学
内
案
内
掲
示
板
を
設
置�

　
四
月
末
か
ら
正
門
に
、
学
内
を
案
内
す
る
掲
示

板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
昨
年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
教
職

員
提
案
制
度
の
第
一
号
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の

で
、
村
上
学
生
課
長
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
て
本
学
を
訪
れ
る
方
に
親
切
な
掲
示
板
が

完
成
し
ま
し
た
。�

　
今
後
も
こ
の
提
案
制
度
、
独
創
的
（
？
）
ア
イ

デ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
提
案
内
容
は

教
職
員
連
絡
コ
ー
ナ
ー
の
提
案
箱
ま
で
。
み
な
さ

ま
の
知
恵
を
拝
借
！�

迷わずに目的地まで！�

　
学
校
法
人
吉
備
学
園
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一

日
付
で
三
好
正
喜
氏
（
前
法
経
学
部
教
授
）
、
村

上
貢
氏
（
前
法
経
学
部
教
授
）
の
二
名
に
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。�

功
績
を
た
た
え
て�

　
　 

二
名
に
名
誉
教
授�

三
好
　
正
喜 

氏�

　
（
前
法
経
学
部
教
授
）�

村
上
　
　
貢 

氏�

　
（
前
法
経
学
部
教
授
）�

　
学
生
会
館
の
二
階
に
食
堂
「
サ
リ
ュ
ー
」
が
四

月
四
日
（
木
）
開
店
し
ま
し
た
。
サ
リ
ュ
ー
と
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
か
「
や
あ
」

と
い
う
意
味
の
軽
い
あ
い
さ
つ
の
言
葉
。
そ
の
名

の
と
お
り
店
内
は
小
物
や
写
真
な
ど
が
飾
ら
れ
、

明
る
く
、
気
軽
な
雰
囲
気
で
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
的
な
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い

る
の
が
特
徴
。
「
夏
に
向
け
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
も

準
備
し
て
い
き
た
い
。
会
話
・
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と

し
て
ぜ
ひ
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
」
と
店

長
の
肝
付
さ
ん
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
新
し
い

楽
し
み
が
加
わ
り
ま
し
た
。�

学
館
二
階
食
堂
開
店�

商
大
の
み
な
さ
ん�

　
　
サ
リ
ュ
ー
！�

�

　
平
成
十
四
年
度
新
入
留
学
生
を
迎
え
て
の
留
学

生
交
流
会
が
、
六
月
十
四
日
（
金
）
午
後
六
時
か
ら

学
生
会
館
二
階
「
サ
リ
ュ
ー
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
の
新
入
留
学
生
は
百
七
名
。
中
国
、
台

湾
、
韓
国
の
ほ
か
ス
ロ
バ
キ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
な
ど
か
ら
も
新
入
生
を
迎
え
て
国
際
色
も
よ

り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。�

　
井
尻
学
長
、
留
学
生
会
の
呂
汝
泉
君
（
国
観
四

年
）
が
「
よ
う
こ
そ
商
大
へ
」
と
あ
い
さ
つ
。
小

見
山
事
務
局
長
の
音
頭
で
乾
杯
に
う
つ
る
と
歓
談

の
輪
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
広
が
り
ま
し

た
。
学
生
に
よ
る
弾

き
語
り
も
あ
り
、
国

を
超
え
、
言
葉
を
超

え
て
、
充
実
し
た
交

流
の
時
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。�

よ
う
こ
そ
！�

                 

商
大
へ�

　
　
　 

留
学
生
交
流
会�

�

店長の肝付さん�

岡山商大論叢 第38巻 第１号 2002年6月�
論説�
How Can a Study of Student Attitudes Inform our Teaching? �
A Review of the Negative Impact of Attitudes and Beliefs on 
Language Learning�

……………………Peter  Burden�
研究ノート�
『UV分析での需要不足失業の大きさについて』�

……………………有　利　隆　一�
翻訳�
シドニィ＆ベアトリス＝ウェブ　著�
『英国救貧法史第2部：最近の100年間』�
「守勢に立つ貧民保護委員（1909－1918）」第3回�

……………………柏　野　健　三�
「ヴィクトリア」�
　ハンス・エーリヒ・ノサック�

……………………香　月　恵　里�
判例研究�
原作と漫画の著作権関係�
―キャンディ・キャンディ事件最高裁判決―　�

……………………三　浦　正　広�

先生方と歓談のひととき�
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十
三
年
度
　
就
職
内
定
率  

上
昇�

  

　
　
　
　
一
方
で
就
職
希
望
率 

下
落�

�

　
平
成
十
三
年
度
の
就
職
内
定
率
は
、
八
五
・
〇

％
。
一
昨
年
度
の
八
四
・
一
％
よ
り
は
上
向
い
た

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
法
経
学
部
の
就

職
内
定
率
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
全
体
の
内
定

率
を
押
し
上
げ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。�

　
で
は
「
就
職
を
希
望
し
な
い
学
生
」
と
は
ど
ん

な
学
生
な
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学
院
・
専
門
学
校

な
ど
へ
進
学
す
る
者
、
公
務
員
試
験
を
再
受
験
す

る
者
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
海
外
に
行
く
者

な
ど
様
々
で
す
が
、
一
番
多
い
の
は
フ
リ
ー
タ
ー

で
す
。
当
然
、
将
来
の
就
職
を
目
的
に
フ
リ
ー
タ

ー
に
就
く
者
も
い
ま
す
が
、
実
は
、
数
社
採
用
試

験
を
受
け
不
内
定
、
自
分
か
ら
就
職
活
動
を
逃
げ

出
し
た
フ
リ
ー
タ
ー
た
ち
が
多
い
こ
と
を
知
っ
て

く
だ
さ
い
。
確
か
に
、
第
一
希
望
を
受
験
し
て
そ

の
企
業
に
内
定
と
い
う
学
生
も
お
り
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
二
十
社
か
ら
三
十
社
受
け
て
や

っ
と
内
定
が
出
る
と
い
う
状
況
で
す
。
つ
ま
り
、

学
生
気
分
で
採
用
試
験
に
臨
み
不
内
定
、
こ
の
こ

と
に
気
づ
い
た
時
点
で
初
め
て
真
剣
に
取
り
組
み

内
定
が
で
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
就
職
活
動
は
「
会

社
の
人
事
の
方
に
社
会
を
教
え
て
も
ら
う
」
気
持

ち
で
活
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
将
来
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
一
社
受
け
て
内
定
を
も
ら
っ
た
人
よ
り

た
く
さ
ん
の
企
業
を
受
け
て
内
定
を
も
ら
っ
た
人

の
方
が
得
を
し
て
い
る
の
で
す
。
就
職
活
動
か
ら

逃
げ
出
す
こ
と
は
社
会
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
で
す
。

一
生
を
決
め
る
就
職
活
動
。
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
む
よ
う
な
心
の
ゆ
と
り
を
持
っ
て
活
動
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。�

  

一
・
二
年
生
も
就
職
活
動�
�

「
就
職
活
動
な
ん
か
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
思

っ
て
い
る
一
年
生
、
二
年
生
。
実
は
就
職
活
動
が

す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

●
友
人
が
多
い
ほ
ど
履
歴
書
が
書
け
る�

　
就
職
活
動
で
は
履
歴
書
・
自

己
紹
介
書
（
エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー

ド
）
が
必
要
。
自
分
の
長
所
、

短
所
が
わ
か
っ
て
い
な
け
れ
ば

書
け
ま
せ
ん
。
短
所
に
つ
い
て

は
理
解
し
て
い
る
人
も
お
り
ま

す
が
、
長
所
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
の
人
が
書
け
ま
せ
ん
。
そ

の
長
所
を
見
抜
く
の
は
友
人
で

す
。
そ
の
友
人
を
今
、
た
く
さ

ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
。�

●
人
事
担
当
者
は
、�

　
　
過
去
で
将
来
を
予
測
す
る�

企
業
の
人
事
担
当
者
は
、
面
接

の
場
で
過
去
を
聞
け
ば
、
そ
の

学
生
の
将
来
が
予
測
で
き
る
と

い
い
ま
す
。
大
学
生
と
い
う
立

場
で
何
か
に
一
生
懸
命
取
組
む
、

こ
れ
が
企
業
の
求
め
る
過
去
に

な
り
ま
す
。
毎
日
を
だ
ら
だ
ら

過
ご
し
て
い
れ
ば
企
業
の
求
め

る
過
去
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
低
学
年
の
こ
の

時
期
が
勝
負
で
す
。�

●
土
曜
に
実
施�

　
　
一
・
二
年
生
ガ
イ
ダ
ン
ス�

　
毎
年
厳
し
さ
が
増
す
就
職
活

動
で
は
、
低
学
年
次
か
ら
の
就

職
指
導
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
か
ら
一
年
生
を
対
象
と

し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
年
二
回
、

二
年
生
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
年
三
回
実
施
い
た
し
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
就

職
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
多
様
化
す
る

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
考

え
て
も
ら
い
ま
す
。
つ
ま
り
低

学
年
次
に
将
来
の
目
標
を
決
め

て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

今
ま
で
は
三
年
次
に
就
職
活
動

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
指
導
し
、
就

職
活
動
を
さ
せ
る
と
い
う
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
学
生
は
将
来

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
少
な

く
、
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い

学
生
た
ち
に
「
三
年
に
な
っ
た

の
だ
か
ら
就
職
活
動
を
し
ろ
」

と
言
っ
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
現
実
に
直
面
さ
せ
ら
れ
、
わ
た
し
た
ち
は
、
就

職
活
動
の
方
法
を
教
え
る
前
に
、
「
夢
を
学
生
に

与
え
る
こ
と
も
就
職
指
導
」
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
一･

二
年
生
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
授
業
の

関
係
で
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
授
業
の
な
い
土

曜
日
は
「
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
日
」
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
は
み
な
さ
ん
の

目
標
が
達
成
す
る
よ
う
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
で

臨
み
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
私
達
に
つ
い
て
き
て
く

だ
さ
い
。�

進学の内容／大学院進学（進学校決定）、専門学校等進学（進学校決定）�
その他の内容／大学院進学予定、専門学校等進学予定、公務員志望、ワーキングホリデー、ミュージシャン志望、フリーター、就職の意思なし�

�
�
商 学 科 �
産経学科�
国観学科�
商 学 部 �
法 学 科 �
経済学科�
法経学部�
総 計 �

卒業者数
�

�
333�
155�
80�
568�
141�
167�
308�
876

3年生�
第二回就職ガイダンス【4日（木）】�
第三回就職ガイダンス【3日（木）】�
キャリアホーカス〈業者テスト〉【10日（木）】�
就職サイトセミナー【11日（金）】�
就職サイトセミナー【１8日（金）】�
キャリアホーカスフォローガイダンス【24日（木）】�
就職サイトセミナー【25日（金）】�
第四回就職ガイダンス【7日（木）】�
一般筆記試験対策試験〈業者テスト〉【１4日（木）】�
一般筆記試験対策試験フォローガイダンス【28日（木）】�
エントリーシート攻略テスト〈業者テスト〉【5日（木）】�
第五回就職ガイダンス【12日（木）】�
エントリーシート攻略テストフォローガイダンス【19日（木）】�
就職対策講座〈業者委託〉【24日～27日】�
第六回就職ガイダンス【16日（木）】�
�
第七回就職ガイダンス【6日（木）】�

1年生・2年生・4年生�
未内定者のための逆転ガイダンス【8日（月）】(4年）�
第二回就職・進路ガイダンス【26日（土）】（2年）�
�
�
�
�
�
自己プログレンスレポート〈業者テスト〉【30日（土）】（2年）�
第ニ回就職・進路ガイダンス【16日（土）】（1年）�
�
自己プログレンスレポートフォローガイダンス【14日（土）】（2年）�
�
�
�
�
第三回就職・進路ガイダンス【１日（土）】（2年）�

月�
7�
10�
�
�
�
�
�
11�
�
�
12�
�
�
�
1�
2�
3

�
進学・その他�
80�
43�
29�
152�
48�
44�
92�
244

�
就職希望者�
253�
112�
51�
416�
93�
123�
216�
632

�
就職希望率�
76.0%�
72.3%�
63.8%�
73.2%�
66.0%�
73.7%�
70.1%�
72.1%

�
昨年の就職希望率�
80.4%�
79.4%�
64.9%�
77.3%�
66.1%�
73.6%�
69.9%�
75.0%

就 職 �
決定者数�
217�
85�
45�
347�
82�
108�
190�
537

決定率
�

�
85.8%�
75.9%�
88.2%�
83.4%�
88.2%�
87.8%�
88.0%�
85.0%

昨年の�
決定率�

87.4%�
91.1%�
82.0%�
87.7%�
69.7%�
79.8%�
75.2%�
84.1%

平成14年3月29日現在�

平成13年度就職決定状況�

平成14年度  就職ガイダンス等予定�

一年生ガイダンス。140名が出席した。�

夢を与える就職指導�就職課�
より�

1年生から始まる就職戦線�
4年生は楽しむゆとりも必要�
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私
た
ち
の
軌
跡
で
す�

　
観
光
研
究
部
　
部
誌
を
創
刊�

　
平
成
十
年
創
部
の
若
い
サ
ー
ク
ル
「
観
光
研
究

部
」
が
部
誌
「
観
光
地
域
研
究
」
を
創
刊
。
記
念

す
べ
き
第
一
号
が
、
昨
年
の
十
二
月
上
梓
さ
れ
ま

し
た
。
最
近
二
年
間
の
活
動
状
況
を
中
心
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
部
員
た
ち
の
歩
ん
で
き
た
道
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
「
予
想
以
上
に
頑
張
っ
て
、
自
主
的
に
立
派
な

実
績
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
す
。
」
（
顧
問 

野
本
教
授
）
と
の
言
葉
ど
お
り
、

学
生
の
努
力
が
十
分
に
覗
わ
れ
る
、
立
派
な
内
容

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
同
部
は
岡
山
県
へ
観
光
振

興
政
策
の
提
言
を
行

う
な
ど
、
社
会
に
対

し
て
も
積
極
的
に
働

き
か
け
、
一
層
の
向

上
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後

の
活
動
が
注
目
さ
れ

ま
す
。�

学
友
会�

お
笑
い
で 

歓
迎
！�

　   

新
歓
行
事
　
天
真
爛
漫�

み
ご
と
！ �

　
　
　
四
位
入
賞�

ボ
ウ
リ
ン
グ
部  

中
村
洋
一
君�

 

六
月
一
日
（
土
）
学
友
会
主
催

の
新
入
生
歓
迎
行
事
２
０
０
２
〜

天
真
爛
漫
〜
が
開
催
さ
れ
、
新
入

生
、
在
学
生
な
ど
約
百
五
十
名
が

参
加
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。�

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
お
笑
い
ラ

イ
ブ
で
は
”
ザ
ブ
ン
グ
ル
“
”
い

つ
も
こ
こ
か
ら
“
の
若
手
お
笑
い

芸
人
二
組
が
出
演
。
テ
レ
ビ
な
ど

で
も
お
な
じ
み
の
コ
ン
ビ
が
く
り

だ
す
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
、
場
内
は
知
ら
ぬ
ま
に
爆

笑
の
渦
。
時
間
を
忘
れ
お
笑
い
の
世
界
に
浸
り
ま

し
た
。�

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
学
友
会
か
ら
新
入
生
に
大

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
く
じ
引
き
で
賞
品
が
当
る
「
宝

く
じ
」
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ミ
ニ
自
転
車
な

ど
の
豪
華
賞
品
に
、
一
喜
一
憂
の
歓
声
と
た
め
息

で
大
変
な
盛
り
あ
が
り
で
し
た
。
「
当

れ
、
当
れ
！
」
と
祈
り
な
が
ら
惜

し
く
も
当
ら
な
か
っ
た
み
な
さ
ん
、

ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
！ �

　
ま
た
当
日
は
、
軽
い
食
事
を
と

る
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
新
旧

の
学
生
が
交
流
で
き
る
よ
う
こ
ま

や
か
な
配
慮
も
さ
れ
て
お
り
、
約

二
時
間
に
わ
た
る
新
歓
行
事
は
午

後
八
時
、
無
事
そ
の
責
を
果
た
し

て
幕
を
下
ろ
し
た
の
で
し
た
。�

私
の
血
液 

誰
か
の
た
め
に�

　
　    

学
友
会
　
愛
の
献
血�

　
恒
例
と
な
っ
た
、
学
友
会
本
部
の
「
愛
の
献

血
」
。
今
年
も
四
月
十
七
日
（
水
）
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
献
血
車
が
学
内
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

本
部
学
生
の
熱
心

な
Ｐ
Ｒ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
今
回
も
多

く
の
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

　
今
年
度
も
あ
と

二
回
ほ
ど
こ
の
「
愛
の
献
血
」

を
計
画
と
の
こ
と
。
全
国
的

に
献
血
者
数
の
減
少
は
年
々

進
み
、
深
刻
な
問
題
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
、
献
血
車
を
見
か
け

た
ら
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
！�

ひろばひろば�ひろばひろば�ひろば�
の

会話しながら和やかに�

合計�

89�

76

�

献血受付者数�

献 血 者 数 �

400ml�

76�

65

200ml�

13�

11

盛り上がった、お笑いライブ�

左から　部長古川君（国四）�
表紙デザイン水口君（国二）�

リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会�

資
質
ア
ッ
プ
目
指
し
て
！�

                

会
計
処
理
を
中
心
に�

　
六
月
十
五
日
（
土
）
恒
例
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
会
計
の
取
り
扱
い
を
中
心
に
取

り
組
み
ま
し
た
。�

　
各
サ
ー
ク
ル
に
配
分
さ
れ
る
部
費
は
、
学
生
か

ら
徴
収
し
た
学
友
会
費
か
ら
配
賦
さ
れ
た
も
の
。

部
費
を
管
理
し
、
有
効
に
使
う
こ
と
は
各
部
に
与

え
ら
れ
た
大
き
な
責
任
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
講
師
の
専
門
学
校
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ

ア
カ
レ
ッ
ジ
岡
山 

坪
井
佳
子
先
生
は
出
納
帳
の

つ
け
か
た
や
収
支
決
算
書
の
書
き
方
な
ど
を
、
実

際
の
記
入
に
則
し
な
が
ら
細
か
く
指
導
。
大
き
い

金
額
を
扱
う
学
友
会
や
大
学
祭
本
部
に
は
留
意
す

る
点
を
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
他
、
本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
三
つ
の

Ｍ
運
動
」
（
学
報

65
号
に
記
事
）
の

実
践
に
つ
い
て
村

上
学
生
課
長
か
ら

話
が
あ
り
、
心
技

一
体
と
な
っ
た
活

動
を
目
指
し
た
の

で
し
た
。�

う～ん  会計はむつかしい！�

　
平
成
十
四
年

二
月
二
十
五
日

（
月
）〜
二
十
七

日（
水
）東
京
の

品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
ボ
ウ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
三
回
全
日
本
個
人
ボ
ウ

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、中
村
洋
一
君（
法

学
科
二
年
）が
み
ご
と
四
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
数
々
の
入
賞
経
験
が
あ
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
部
の
歴
史
の
中
で
も
、今
回
の
入
賞
は
特
に

す
ぐ
れ
た
成
果
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。「
こ
の
結

果
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン

バ
ー
に
入
る
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
」と
中
村
君
。

何
と
も
頼
も
し
い
二
年
生
で
す
。�

全国四位入賞の中村君�

先鋒で活躍  中村選手（右）�

　
六
月
十
五（
土
）・
十
六（
日
）の
両
日
、岡
山
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
都
道
府
県
対
抗
第
十
八
回
全
日

本
女
子
柔
道
大
会
に
、柔
道
部
の
中
村
訓
女
さ
ん（
商

学
科
四
年
）と
尾
崎
栄
子（
商
学
科
一
年
）さ
ん
が

岡
山
県
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。�

　
岡
山
県
は
二
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、両
チ

ー
ム
と
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
中
村
さ
ん

が
先
鋒
を
つ
と
め
た

「
岡
山
県
」チ
ー
ム
は

ベ
ス
ト
８
へ
進
出
し

ま
し
た
が
、惜
し
く

も
優
勝
し
た
茨
城
県

チ
ー
ム
に
敗
退
。三

年
ぶ
り
の
入
賞
は
逃

し
ま
し
た
。�

立�

全
日
本
女
子
柔
道�

惜
し
い
！ 
ベ
ス
ト
4
な
ら
ず�

　          
二
名
が
選
抜
出
場�
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四
月
二
十
九
日
（
月
）
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
柔
道
日
本
一
を
決
定
す
る
「
全
日
本
柔
道
選
手
権

大
会
」
に
法
学
科
三
年
　
香
川
義
篤
君
が
中
国
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
こ
の
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
は
、
柔
道
部
創
部
以
来
初
め
て
の
こ
と
。
出
場
枠
の
ほ
と
ん
ど
を
社
会
人
が
占
め
る
中
、

学
生
で
あ
る
香
川
君
の
出
場
は
ま
さ
に
快
挙
と
い
え
ま
す
。�

　
初
戦
の
相
手
は
神
奈
川
県
警
の
松
本
選
手
。
惜
し
く
も
優
勢
負
け
を
喫
し
ま
し
た
が
、
出
場
選
手
の
う

ち
最
軽
量
で
あ
る
香
川
選
手
の
健
闘
は
大
い
に
た
た
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。�

ひろばひろば�ひろばひろば�ひろば�
の

柔
道
家
と
し
て�

　
　
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た�

　
　
　     

快
挙
！
　
全
日
本
選
手
権
出
場
　
法
学
科  

香
川
君�

�　
柔
道
部
の
三
十
日
里
実
さ
ん
（
商
学
科
三
年
）
と
小
山
美
帆
さ
ん
（
商
学
科
二
年
）
が
、
三
月
四
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
の
約
三
週
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
女
子
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
強
化
合
宿
コ
ー
チ
と
し
て

マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
島
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
へ
は
初
め
て
と
い
う
彼
女
た
ち
。
現
地
の
柔
道
事

情
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

言
葉
の
壁
超
え
、心
の
交
流�

　
　
　    

　
　
　
　 

柔
道
部
二
名
コ
ー
チ
派
遣
　
マ
レ
ー
シ
ア
へ�

　
私
は
、
四
月
二
十
九
日
（
月
）
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し

ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
は
、
国
内
柔
道
の
最
高
峰

と
い
わ
れ
て
い
る
だ
け
あ
り
、
今
大
会
も
出
場
選

手
三
十
七
名
中
大
学
生
は
六
名
の
み
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
社
会
人
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
占
め

て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
大
き
い
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん

初
め
て
で
あ
り
、
畳
の
上
に
立

っ
た
瞬
間
よ
く
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。�

　
と
い
う
の
も
、
岡
山
県
予
選
会
の
前
ま
で
は
、

決
勝
リ
ー
グ
に
進
出
で
き
れ
ば
上
出
来
だ
と
思
っ

て
試
合
に
臨
み
、
中
国
予
選
会
で
は
、
自
分
が
本

当
に
出
場
し
て
も
い
い
の
か
と
い
う
「
自
信
の
な

さ
」
で
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ

う
に
な
り
な

が
ら
、
勝
ち

取
っ
た
出
場

権
だ
っ
た
か

ら
で
す
。�

　
い
よ
い
よ

試
合
が
始
ま

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
出

場
で
き
た
感

慨
と
は
別

に
、
極
度
の

緊
張
か
ら
、
自
分
の
動
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

何
と
か
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
始
め
た
こ
ろ
に
は

試
合
が
終
わ
り
、
優
勢
負
け
を
喫
し
て
い
ま
し
た
。�

　
試
合
に
負
け
は
し
ま
し
た
が
、
柔
道
家
と
し
て

本
当
に
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
、
様
々
な
面
で

成
長
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。�

　
今
後
は
、
今
回
成
し
得
な
か
っ
た
「
全
日
本
選

手
権
大
会
」
で
”
勝
つ
“
こ
と
を
目
標
に
、
よ
り

一
層
の
精
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

全
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
し
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
学
科
　
三
年
　
香
川
義
篤�

　
今
回
の
マ
レ
ー
シ
ア
遠
征
は
、
小
さ
な
こ
と
で

も
達
成
し
た
と
き
の
満
足
感
は
大
き
く
感
じ
ら
れ

た
、
実
り
あ
る
も
の
で
し
た
。�

三
つ
の
感
じ
た
こ
と�

　
は
じ
め
に
感
じ
た
こ
と
は
、
や
は
り
言
葉
の
壁

で
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
は
、
大
き
く
分

け
て
マ
レ
ー
、
中
国
、
イ
ン
ド
の
三
つ
の
文
化
を

持
っ
て
い
ま
す
。
街
で
は
英
語
で
十
分
通
じ
ま
す

が
、
少
し
郊
外
へ
行
く
と
、
そ
う
は
い
か
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の
い
た
ペ
ナ
ン
は
観

光
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り
開
け
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
耳
が
慣
れ
て
く
る
と
簡
単
な
会
話
く

ら
い
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

い
く
ら
話
が
わ
か
っ
て
も
、
自
分
の
意
見
を
伝

え
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
の
会
話
は
、
英
語
、
マ
レ
ー
語
、
中
国

語
が
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
私

た
ち
の
片
言
の
英
語
が
ど
れ
ほ
ど
伝
わ
っ
て
い

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。�

　
二
番
目
に
感
じ
た
こ
と
は
、
教

え
る
こ
と
の
難
し
さ
で
し
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
で
の
柔
道
の
普
及
率
は

低
い
も
の
で
し
た
。
生
活
を
す
る

の
が
や
っ
と
の
人
が
多
い
な
か
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
は
お
金
に
余

裕
の
あ
る
人
に
限
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
よ
う
な

体
育
を
通
じ
て
の
基
本
的
な
運
動

能
力
は
か
な
り
低
い
水
準
で
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
来
て
一
年
に
な
る

と
い
う
海
外
青
年
隊
の
方
々
の
話

で
は
、
私
た
ち
の
い
た
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

柔
道
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
は
こ
れ

で
も
ま
だ
マ
シ
に
な
っ
た
の
だ
と
き
き
ま
し
た
。

全
て
を
一
か
ら
教
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
責
任
は
大
変
な
も
の
で
す
。�

　
三
番
目
に
感
じ
た
こ
と
は
、
ど
ん
な
国
に
行

っ
て
も
人
の
優
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
し
た
。
ど
こ
の
国
で
も
差
別
、
偏
見
は

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
も
、
見
ず
知
ら
ず

の
私
た
ち
に
親
切
に
し
て
く
れ
、
打
ち
解
け
て

く
れ
た
先
生
方
、
生
徒
た
ち
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
一
生
懸

命
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
気
持
ち
が
い
ち

ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。�

私
た
ち
日
本
人
の
役
割�

　
海
外
に
出
て
み
て
改
め
て
私
た
ち
は
、
恵
ま

れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
道
場
一
つ
見
て
も

わ
か
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
固
い
床
に
マ

ッ
ト
を
敷
い
て
あ
る
道
場
で
柔
道
を
し
て
い
る

の
で
す
。
乱
取
り
を
す
る
と
隙
間
が
開
い
て
と

て
も
危
険
で
す
。
道
着
も
柔
道
の
も
の
で
は
な

く
空
手
の
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
柔
道
の
普

及
率
が
低
い
の
で
仕
方
な
い
と
い
っ
て
し
ま
え

ば
終
わ
り
で
し
ょ
う
が
、
日
本
の
国
技
と
さ
れ

る
柔
道
が
歪
ん
だ
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
気
が
し

ま
し
た
。
柔
道
で
本
来
な
ら
ば
重
視
さ
れ
る
べ

き
心
技
体
よ
り
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
も

の
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
を
曖
昧
に
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
人
が
き

ち
ん
と
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。�

　
新
し
く
広
め
て
い
く
と
い
う
の
な
ら
、
指
導

方
法
を
よ
り
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
全

て
が
白
紙
に
近
い
状
態
の
生
徒
た
ち
に
教
え
る

と
い
う
の
は
、
と
て
も
難
し
く
、

根
気
の
要
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
は
感
じ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
私
に
と
っ
て
、
三
週
間
は
、
行

く
前
と
は
違
い
と
て
も
短
い
期
間

だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
日
本
に
い

る
だ
け
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い

人
た
ち
に
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
今
回
の
派
遣
は
私
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
り
ま
し
た
。 

（
三
十
日
里
実
）�

武
道
館
正
面
で�

大
谷
監
督（
左
端
）と
香
川
君（
中
央
）�

三十日さん�

小山さん�

PISA柔道クラブの仲間と�
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【
三
月
三
十
一
日
付
】�

▼
退
　
職�

〔
法
経
学
部
〕�

　
教
　
授
　
　 

三
好
　
正
喜�

　
　
〃
　
　
　 

村
上
　
　
貢�

　
助
教
授
　
　 

本
間
　
法
之�

〔
入
試
広
報
課
〕�

　
事
務
職
員
　 
山
下
奈
々
江�

〔
就
職
課
〕�

　
就
職
部
次
長
　  

國
末
　
知
幸�

〔
専
門
学
校
デ
ジ
タ
ル
・�

　
メ
デ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
岡
山
〕�

　
参
　
与
　
　 

長
宗
　
　
繁�

▼
退
　
任�

〔
大
学
院
〕�

　
法
学
研
究
科
長�

　
　
　
　
　
　 

小
島
　
　
孝�

〔
商
学
部
〕�

　
産
業
経
営
学
科
長�

　
　
　
　
　
　 

中
井
　
　
透�

　
国
際
観
光
学
科
長�

　
　
　
　
　
　 

野
本
　
晃
史�

〔
法
経
学
部
〕�

　
経
済
学
科
長
　  

山
根
　
芳
知�

〔
教
養
科
目
〕�

　
教
養
科
目
主
任�

　
　
　
　
　
　 

中
村
　
浩
路�

〔
入
試
部
〕�

　
入
試
部
長
　 

柏
野
　
健
三�

　
入
試
部
次
長
　  

河
野
　
快
晴�

〔
教
務
部
〕�

　
教
務
部
長
　 

近
藤
篤
三
郎�

　
教
務
部
次
長
　  

市
村
　
　
巧�

〔
学
生
部
〕�

　
学
生
部
長
　 

岡
本
輝
代
志�

〔
図
書
館
〕�

　
図
書
館
長
　 

土
井
　
作
治�

〔
社
会
総
合
研
究
所
〕�

　
特
別
研
究
員
　 

岩
坪
　
加
紋�

【
四
月
一
日
付
】�

▼
採
　
用�

〔
商
学
部
〕�

　
教
　
授
　
　 

原
田
　
満
範�

〔
入
試
部
〕�

　
入
試
部
次
長 

　 

杉
原
　
征
人�

▼
昇
　
任�

〔
商
学
部
〕�

　
教
　
授
　
　 

市
村
　
　
巧�

　
　
〃
　
　
　 

佐
井
　
至
道�

　
　
〃
　
　
　 

飯
島
　
祥
二�

　
　
〃
　
　
　 
岡
田
　
浄
二�

　
講
　
師
　
　 
直
井
　
岳
人�

〔
法
経
学
部
〕�

　
教
　
授
　
　 

伊
藤
　
治
彦�

〔
総
務
企
画
課
〕�

　
係
　
長
　
　 

薬
師
寺
祐
介�

〔
入
試
広
報
課
〕�

　
係
　
長
　
　 

奥
田
　
寿
生�

〔
会
計
課
〕�

　
係
　
長
　
　 

荻
野
　
素
也�

〔
教
務
課
〕�

　
課
長
補
佐
　 

竹
内
藤
一
郎�

〔
留
学
生
課
〕�

　
主
　
任
　
　 

伍
賀
　
千
惠�

〔
就
職
課
〕�

　
課
長
補
佐
　 

安
井
　
　
聡�

〔
法
人
事
務
局
〕�

　
係
　
長
　
　 

横
田
　
満
恵�

▼
新
　
任�

〔
大
学
院
〕�

　
法
学
研
究
科
長�

　
　
　
　
　
　 

片
山
　
信
弘�

〔
商
学
部
〕�

　
産
業
経
営
学
科
長�

　
　
　
　
　
　 

中
塚
　
隆
郎�

　
国
際
観
光
学
科
長�

　
　
　
　
　
　 

飯
島
　
祥
二�

〔
法
経
学
部
〕�

　
経
済
学
科
長 

　 

有
利
　
隆
一�

〔
入
試
部
〕�

　
入
試
部
長
　 

河
野
　
快
晴�

〔
教
務
部
〕�

　
教
務
部
長
　 

市
村
　
　
巧�

　
教
務
部
次
長
　 

多
田
憲
一
郎�

〔
学
生
部
〕�

　
学
生
部
長
　 

柏
野
　
健
三�

　
学
生
部
次
長
　 

岸
本
　
雅
之�

〔
社
会
総
合
研
究
所
〕�

　
特
別
研
究
員
　  

砂
川
　
和
泉�

▼
配
置
換
え�

〔
総
務
企
画
課
〕�

　
係
　
長
　
　 

筒
井
　
彦
安�

〔
教
務
課
〕�

　
事
務
職
員
　 

中
村
　
　
裕�

〔
学
生
課
〕�

　
課
長
補
佐
　 
河
合
　
俊
隆�

　
事
務
職
員
　 
武
田
　
晴
義�

〔
厚
生
課
〕�

　
係
　
長
　
　 

秋
山
　
悦
子�

〔
留
学
生
課
〕�

　
課
　
長
　
　 

内
田
　
武
宏�

〔
就
職
課
〕�

　
係
　
長
　
　 

青
井
　
明
美�

　
事
務
職
員
　 

岡
部
　
泰
正�

　
　 

〃
　
　   

村
岡
　
　
崇�

〔
図
書
課
〕�

　
事
務
職
員
　 

松
本
　
和
子�

〔
附
属
高
校
〕�

　
事
務
職
員
　 

藤
岡
　
　
彰�

【
四
月
三
十
日
付
】�

▼
退
職�

〔
図
書
館
〕�

　
事
務
職
員
　 

松
本
　
和
子�

【
五
月
三
十
一
日
付
】�

▼
退
任�

〔
学
生
部
〕�

　
学
生
部
長
　 

柏
野
　
健
三�

【
六
月
一
日
付
】�

▼
新
任�

〔
教
養
科
目
〕�

　
教
養
科
目
主
任�

　
　
　
　
　
　 

井
上
　
倫
明�

【
六
月
二
十
四
日
付
】�

▼
配
置
換
え�

〔
専
門
学
校
デ
ジ
タ
ル
・�

　
メ
デ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
岡
山
〕�

　
主
　
任
　
　 

田
中
　
妙
子�

【
七
月
一
日
付
】�

▼
新
任�

〔
学
生
部
〕�

　
学
生
部
長
　 

岡
本
輝
代
志�

（
ア
）
生
年
月
日
（
イ
）
出
身�

（
ウ
）
略
歴
　
　
（
エ
）
ひ
と
こ
と�

（
オ
）
趣
味
　
　
（
カ
）
担
当
科
目�

（
ア
）
昭
和
十
九
年
六
月
二
日�

（
イ
）
愛
媛
県�

（
ウ
）
昭
和
四
十
二
年
三
月
中
央
大
学
商
学
部
会

計
学
科
卒
業
。
昭
和
四
十
四
年
三
月
神
戸
大

学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
松
山
商
科
大
学
（
現
松

山
大
学
）
経
営
学
部
助
手
、
昭
和
四
十
五
年

同
学
部
講
師
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
同
学
部

助
教
授
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
同
学
部
教
授
。

昭
和
四
十
八
年
八
月
〜
昭
和
四
十
九
年
九
月

イ
リ
ノ
イ
大
学
商
学
部
留
学
。
平
成
四
年
四

月
〜
平
成
七
年
一
月
経
営
学
部
長
、
平
成
七

年
一
月
〜
平
成
九
年
十
一
月
学
校
法
人
松
山

大
学
理
事
。
平
成
八
年
十
一
月
〜
平
成
十
一

年
十
月
大
蔵
省
公
認
会
計
士
第
二
次
試
験
委
員
。

平
成
十
四
年
三
月
松
山
大
学
経
営
学
部
退
職
。

平
成
十
四
年
四
月
岡
山
商
科
大
学
商
学
部
教
授
。�

（
エ
）
こ
の
度
、
岡
山
商
科
大
学
で
教
鞭
を
と
る

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
ま
で
蓄
積
し
て
ま
い
り
ま
し
た
簿
記
・
会

計
の
知
識
や
技
能
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
還
元

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
職
業

会
計
人
（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）
の
業
務

に
も
従
事
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
計
・
監
査
・

税
務
実
務
の
状
況
等
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
オ
）
ゴ
ル
フ�

（
カ
）
簿
記
原
理
Ⅰ
、
簿
記
原
理
Ⅱ�

商学部教授�
原田　満範�

新
任
教
職
員
紹
介

（
ア
）
昭
和
十
七
年
三
月
十
六
日�

（
イ
）
岡
山
県�

（
ウ
）
昭
和
四
十
年
、
岡
山
県
公
立
高
校
教
員
に

採
用
さ
れ
、
岡
山
県
立
新
見
農
工
高
校
（
現
、

新
見
北
高
校
）
、
高
梁
工
業
高
校
、
玉
野
光

南
高
校
、
総
社
南
高
校
、
岡
山
県
警
察
学
校
、

玉
島
高
校
を
経
て
、
平
成
十
一
年
、
再
び
新

見
北
高
校
に
校
長
と
し
て
赴
任
。
平
成
十
四

年
三
月
三
十
一
日
、
定
年
退
職
。�

（
エ
）
約
四
十
年
の
高
等
学
校
で
の
経
験
、
特
に
、

二
校
の
新
設
に
関
っ
た
こ
と
や
、
進
路
指
導

主
事
の
経
験
等
を
生
か
し
て
、
本
学
の
発
展

に
微
力
な
が
ら
寄
与
し
て
い
き
た
い
。�

（
オ
）
園
芸
、
い
け
ば
な�

入試部次長�
杉原　征人�

平成14年度奨学金受給者�
おめでとうございます�

�種類�

学科�

商�

�

�

�

�

�

産業経営�

�

�

国際観光�

�

�

法�

�

�

�

経済�

�

�
学年
�

2�

�

3�

�

4�

�

2�

3�

4�

2�

3�

4�

1�

2�

3�

4�

2�

3�

4

特待生特別
奨 学 金 �

徳山結香�

�

加藤可奈子�

�

西本昌功�

�

秋山勝哉

石原隆行�

岡田英雄�

青木由香�

万　　鳴�

金　守京�

�

小野裕子�

奥原正久�

中村　健�

上田浩彰�

岩岡美絵�

中垣高広�

�

�

小澤亜矢子�

中原宏規�

穐田侑加理�

大隅　浩�

岡　明範�

松尾久美子�

妹尾亜矢�

高畑勇希�

笠井知美�

藤原実希子�

三吉憲司�

李　峻杓�

土井健司�

蓑岡慎吾�

坪井大介�

林　奈美�

磯山翔一�

藤本恭典�

大沸敏弘�

�

�

黒瀬悠司�

古谷和也�

猪熊幸代�

冨岡利恵�

川村裕美�

中原利雄�

守屋　愛�

橋本尚美�

坪井貴義�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

鏑木　実 �

�

�

�

升田達宏�

�

松橋佳央梨�

資金収支決算内訳表�
平成13年4月1日から平成14年3月31日まで�

消費収支決算内訳表�
平成13年4月1日から平成14年3月31日まで�

収入の部� （単位：千円）�
科　　目�

学生生徒等納付金収入�
手数料収入�
寄付金収入�
補助金収入�
資産運用収入�
事業収入�
雑収入�
収入の部合計�

予　　算�
3,432,980�
40,685�
36,210�
325,335�
4,012�
1,500�
33,778�

3,874,500

決　　算�
3,434,182�
40,659�
35,337�
312,051�
4,411�
1,680�
24,564�

3,852,884

差　　異�
△1,202�

26�
873�

13,284�
△399�
△180�
9,214�
21,616

支出の部� （単位：千円）�
科　　目�

人件費支出�
教育研究経費支出�
管理経費支出�
借入金等利息支出�
借入金等返済支出�
施設関係支出�
設備関係支出�
支出の部合計�

予　　算�
1,479,654�
382,898�
146,969�
26,012�
78,590�
11,144�
65,041�

2,190,308

決　　算�
1,472,785�
368,269�
141,165�
25,806�
78,590�
13,297�
53,812�

2,153,724

差　　異�
6,869�
14,629�
5,804�
206�

�
△2,153�
11,229�
36,584

収入の部� （単位：千円）�
科　　目�

学生生徒等納付金�
手数料�
寄付金�
補助金�
資産運用収入�
事業収入�
雑収入�
帰属収入合計�
基本金組入額合計�
消費収入の部合計�

予　　算�
3,432,980�
40,685�
39,275�
325,335�
4,012�
1,500�
33,778�

3,877,565�
△1,328,326�
2,549,239

決　　算�
3,434,182�
40,659�
38,637�
312,051�
4,411�
1,680�
24,564�

3,856,184�
△1,358,880�
2,497,304

差　　異�
△1,202�

26�
638�

13,284�
△399�
△180�
9,214�
21,381�
30,554�
51,935

支出の部� （単位：千円）�
科　　目�

人件費�
教育研究経費�
管理経費�
借入金等利息�
消費支出の部合計�

予　　算�
1,518,996�
581,122�
158,852�
26,012�

2,284,982

決　　算�
1,506,195�
583,509�
155,249�
25,806�

2,270,759

差　　異�
12,801�
△2,387�
3,603�
206�

14,223

特待生奨学金�

岡山商科大学  収支決算内訳表�
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学
術
研
究
叢
書
の
第

四
巻
「
企
業
倒
産
の
理

論
と
予
測
」
が
法
経
学

部 

山
根
芳
知
教
授
の

編
集
で
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。
学
術
研
究
叢
書
は

本
学
教
員
の
学
術
研
究
を
奨
励
、
学
外
へ
広
く
そ
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
年
一
回
刊
行
す
る
も
の
。�

　
今
回
は
山
根
教
授
が
主
編
者
と
し
て
、
自
ら
の
研
究
と
、

他
大
学
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

企
業
倒
産
に
つ
い
て
の
種
々
の
理
論
を
取
り
上
げ
、
予

測
の
た
め
の
手
法
の
理
論
的
解
説
お
よ
び
そ
れ
ら
の
実

証
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
な
お
、
五
月
十
八

日
付
山
陽
新
聞
朝
刊
に
は
本
書
の
こ
と
が
取
上
げ
ら
れ
、

数
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

学
術
研
究
叢
書
　
第
四
巻�

「
企
業
倒
産
の�

　    

　
理
論
と
予
測
」�

  

　
　 

法
経
学
部  

山
根
教
授
　
発
刊�

　平成14年度から、本学の教員が高校

へ出張して講義を行う、「出前講義」

が実施されています。�

　大学では一体何を勉強するのだろう？

おそらくこのような漠然とした不安や

疑問は、高校生に共通ではないでしょ

うか。大学への進学選択の情報を提供

するとともに、知的興味や好奇心の方

向を探り、将来の進路に対して真剣に

向き合う動機を与えることができればと、

このような講義を実施しています。講

義内容等についてのお問合せは教務課�

（086‐256‐6653）まで。�

 ノートパソコンお貸しします！！�
 無線LANカードもあるよ�

  附属図書館　社会総合研究所�

　レポートや論文作成に役立つパソコ

ンを自宅やアパートでご利用できるサ

ービスが好評です。本年も、最新のノ

ートパソコンに最新のオフィスソフト

を付けて、新たに20台用意されました。�

　特に、プレゼンテーションソフト「パ

ワーポイント」を利用して仲間とは一

味違ったゼミ発表がお勧めです。�

推
薦
入
試

�

学 部 �
�
�
商学部�
�
�
�

法経学部�

試験区分�
指定校推薦　（専願）�
専門能力推薦（専願）�
�
一般公募制推薦（併願）�
�
指定校推薦　（専願）�
専門能力推薦（専願）�

一般公募制推薦（併願）�
�

募集人員�
90名�
45名�
商　 学　 科　90名�

179名　産業経営学科　49名�
国際観光学科　40名�
50名�
20名�
法　学　科　55名�

110名　経 済 学 科　55名�

試験場�
本 学 �
本 学 �
�
本 学 �
�
本 学 �
本 学 �

本 学 �

合格発表日�

10月25日（金）�
�
�
11月15日（金）�
�

10月25日（金）�
�

11月15日（金）�

試 験 日�
10月19日（土）�
10月20日（日）�
�
11月 9日（土）�
�
10月19日（土）�
10月20日（日）�

11月10日（日）�

出願期間�
10月1日（火）�
～10月11日（金）�

10月21日（月）�
～11月1日（金）��
10月1日（火）�
～10月11日（金）�
10月21日（月）�
～11月1日（金）�

一
般
入
試

�

学 部 �
�
�
商学部�
�
�
�

法経学部�

試験区分�

Ⅰ期�
�
�
Ⅱ期�
�

Ⅰ期�
�

Ⅱ期�

募集人員�
商　 学　 科　94名�

172名　産業経営学科　45名�
国際観光学科　33名�

商　 学　 科　 5名�
10名　産業経営学科　 3名�

国際観光学科　 2名�
法　学　科　44名�

88名　経 済 学 科　44名�
法　学　科　 3名�

6名　経 済 学 科　 3名�

試験場�
下記A日程�
試験会場参照�

本 学 �
�
本 学 �
�
下記A日程�
試験会場参照�

本 学 �

本 学 �

合格発表日�

2月12日（水）�
�
�
3月14日（金）�
�

2月12日（水）�
�

3月14日（金）�

試 験 日�
   1月30日（木）�
   2月 3日（月）�
�
3月10日（月）�
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   1月31日（金）�
   2月 4日（火）�

3月11日（火）�

出願期間�
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～1月20日（月）�

2月21日（金）�
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2月21日（金）�
～3月3日（月）�
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試験区分�
大学入試センター試験利用�

Ⅰ期�

大学入試センター試験利用�
Ⅱ期�
�

大学入試センター試験利用�
Ⅰ期�

大学入試センター試験利用�
Ⅱ期�

募集人員�
商　 学　 科　10名�

18名　産業経営学科　 5名�
国際観光学科　 3名�

商　 学　 科　 5名�
10名　産業経営学科　 3名�

国際観光学科　 2名�
法　学　科　10名�

20名　経 済 学 科　10名�
法　学　科　 3名�

6名　経 済 学 科　 3名�
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合格発表日�

2月12日（水）�
�
�
3月14日（金）�
�

2月12日（水）�
�

3月14日（金）�

試 験 日�

―�
�
�
―�
�
―�
�
―�

出願期間�
1月6日（月）�
～1月27日（月）�

2月21日（金）�
～3月3日（月）��
1月6日（月）�
～1月27日（月）�
2月21日（金）�
～3月3日（月）�

〈Ａ日程試験会場〉岡山・大阪・姫路・福山・広島・下関・松江・高松・徳島・松山・高知・福岡�

岡山商科大学入試のご案内　2003年度�

　「公務員アドバイザー制度」は公務員採用試験合格に向けた勉強方法などをアド
バイザー（本学教員）が個々に指導する制度です。相談を希望する学生は、下記の
相談日時（祝・祭日並びに休暇中は除く）にアドバイザーの研究室を訪問してください。�
　　　　　■梅原アドバイザー（法経学部教授）�
　　　　　　相談日時／第１・第３火曜日　午後１時～３時�
　　　　　　相談場所／梅原研究室（８号館２階）�
　　　　　■伊藤アドバイザー（法経学部教授）�
　　　　　　相談日時／第２・第４水曜日　午後４時20分～６時�
　　　　　　相談場所／伊藤研究室（本館4階）�

山根芳和教授�
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7月29日（月）�

8月  9日（金）�

8月30日（金）�

9月14日（土）�

9月28日（土）�

オープンキャンパス日程�

時間／13:00～16:00�
場所／岡山商科大学�
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出前講義を実施�

高校で大学の講義�
教養から専門まで幅広く�

公務員アドバイザー制度�


